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会員の声   「物理学者から見た原子力利用とエネルギー問題」に参加して 



























初年度 5mSv が摂取制限となる。摂取制限値の飲食物を 1 年間摂取しつづけた時のリスク
は、1mSv/年で 5.5×10-5/年なので、2.8×10-4/年である。これは不慮の事故のリスク
3.2×10-4/年と同じ程度である。飲食物に含まれる放射能の摂取限度は、5mSv を制限値に






結果等では ICRP 勧告のほぼ 2 倍のリスクのがん死者が出ている。この値を採用してクリ
ントン・ゴアは米国の核施設の被曝労働者の労災を認めた（2001年）。ゴフマン博士は内
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